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要旨 : 

小径のチュービング，ドリルパイプを対象として開発した熱処理設備は，1979 年 11 月よ

り稼動した。この設備の特徴は，次のとおりである。(1) アプセット部急速加熱装置により，

アプセット部とボディー部の昇温速度を同等にした。(2) 焼もどし炉の均熱性をよくするた

め，炉の天井にファンを設けた。(3) 極厚のアプセント部を有する管に対して，十分な焼入

性を確保すべく，小径管用としては世界にも例を見ない，浸漬型内外面冷却方式を採用し

た。(4) 必要かつ十分な品質管理を行うため，徹底したコンピュータ化を図るとともに，超

音波探傷装置をオンラインに組込んだ。 

 

Synopsis : 

A new quench and temper facility for small 
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